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序

近年、東灘区周辺では、芦屋廃寺 。深江北町遺跡 =津知

遺跡 (芦屋駅)・ 郡家遺跡 (菟原郡衛)な ど律令期の遺跡

が発掘調査によって多 く確認されています。

今回第 3次調査を行った本山中野遺跡もそのひとつに加

えることができることになりました。この遺跡の歴史的位

置づけはこれからの課題となりますが、本書がその検討の

ための材料になることを願います。

調査ならびに本報告の刊行に際し御協力 。ご教示いただ

きました皆様に深 く感謝を申し上げます。

平成21年 2月

榊戸市教育委員会

例  言

1.本書は兵庫県神戸市東灘区本山南町 7丁 目3-1で行われ

た本山中野遺跡第 3次調査発掘調査の報告である。

2 この調査はヮコーレ神戸本山PLACEの 建設に先立ち、平

成19年 12月 17日 ～平成20年 2月 4日 に実施 した。遺物整理は

平成20年 2月 4日 ～平成21年 1月 23日 に実施 した。

3.現地での発掘調査は神戸市教育委員会学芸員富山直人・中

村大介・須藤宏が行った。保存科学的調査は中村が、遺物整

理は黒田恭正、本書編集は須藤が担当した。

4.遺物写真については独立行政法人国立文化町機構奈良文化

財研究所 (以下奈文研)牛嶋茂氏の指導の下、杉本和樹氏 (西

大寺フォト)お よび中村が行った。木質遺物およびガラス玉

の図化および記述は中村が、遺構写真の撮影、遺構 。その他

遺物の図化・記述は須藤が行った。

5.SE01出上のガラス玉については奈文研保存 4笏復科学研究

室にご協力をいただき、墨書土器は奈文研渡辺晃宏氏に釈読

していただいた。

6 出土木製品・種子等の樹種同定についてはパ リノ・サーヴェ

イ株式会社に分析業務を委託した。成果は第Ⅲ章に掲載。

7 本書での標高は東京湾平均海水面 (T,P.)を 基準 とするも

のを、方位・座標は世界測地系を使用 している。

8 本書 で使用 した地 図は、測量局発行 の京阪地方仮製

1/20000地形図「神戸」。「六甲山」・「芦屋」、団土地理院発行

の1/50000地形図「神戸」。「大阪西北部」、神戸市発行1/2500

地形図「本山」。「青木」である。

9 現地調査・報告書作成にあたっては上記の他、下記の方々

にご教示・ご協力いただいた。記して感謝申し上げる。

浅岡俊夫 今里幾次 鐘方正樹 十河良和 中西輝夫

平野卓治 森岡秀人 (敬称略・50音順 )

芦屋市教育委員会 北畑評議会

10。 発掘調査で出上 した遺物ならびに図面 。写真類は神戸市教

育委員会が神戸市埋蔵文化形センターで管理・保管 している。
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I.遺跡の位置

本山中野遺跡は六甲山系の南、高橋川左岸の瀬戸内海

に面する平野部に位置する。所在地は神戸市東灘区本山

南町 7丁 目、古い地名では摂津国菟原郡佐才郷あるいは

芦屋郷にあたる。古代山陽道の位置は当地の北約20mを

通るとする説や南約200mを 通るとする説などがあるが、

現在のところ確定していない。「駅」・「垣」。「家」。「蜂」。「ネ申

□ (万 力)」
。「大□」。「大垣」。「駅新」。「東」・「大西」。「汁一」

などの墨書土器や「承和 (834年～848年 )」 銘をもつ木

簡などが出土し、山陽道芦屋駅と推定される深江北町=

津知遺跡が東1.0血 に、芦屋廃寺が北東1.4k皿 に位置する。

その南に接 して和同開亦や「大領」「少領」などの文字

がある奈良時代の墨書土器が出土した寺田遺跡、石帯や

「壬子年」 (652年 )銘 をもつ木簡が出土した三条遺跡が

その南、本遺跡の東1.lkmに存在する。菟原郡衛に比定

される郡家遺跡は西3.Okmに 、その東に隣接する住吉宮

町遺跡の23次調査では「橘東家」・「免」などの墨書土器、

土馬・円面硯・瓦などが出土している。

当地には条里制の土地区画が良好に残されており、現

在の市街の土地区画もこれを多 く引き継 ぐ。かつての宇

名は多 く1町の田んぼごとに名づけられている。字図に

したがえば、調査地の字名は「琴田 (コ トダ)」
。「横様」

の区画にあたる。「横様」の西には条里の境界線上を直線

的に流下する要玄寺川をはさんで「ニノ坪」。「一ノ坪」・

「三ノ坪」などの古い字名が確認でき (図 4)、 現在でも

「一ノ坪橋」という橋の名にその名が残されている。

縄文時代の波蝕崖は今回調査地の北約20mにある国道

2号線にほぼ重なり、その南はそれ以降堆積 した花尚岩

起源の砂層が遺跡の基盤層となる。今回の調査地点は縄

文時代の波蝕崖の南にあたり、砂層の上に遺跡が形成さ

れ、この砂層の下には湿i聞 な環境下で形成された黒色シ

ル ト層が厚 く堆積する。この土層には分解した植物質が

多量に含まれる。

平成 6年、今回の調査地の南において行われた第 1次

調査では、この黒色シル ト層が現地表下約1,7m以下に

おいて確認され、この層の上位において低湿地が陸化し

ていく過程の堆積土に縄文時代晩期以降の遺物・遺構が

残されていた。

葵

図 3 本山中野遺跡の位置 と周辺の律令期の遺跡

1:郡家遺跡、2:住古宮町遺跡、3:魚崎中町遺跡、4:本山遺跡、

8:森北町遺跡、9:本庄町遺跡、10:深江北町遺跡、11:津知遺跡、

15:寺田遺跡、16:月 若遺跡、17:芦屋廃寺

5:本山中野遺跡、6:北青木遺跡、7:井戸田遺跡

H2:六条遺跡、13:清水町遺跡、14:前日遺跡、
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縄文時代晩期から古墳時代後期の段階では低湿地その

もので遺構 としては踏みしめ道の痕跡が確認できる程度

であった。飛鳥時代初めに至 り、この湿地を横断する道

―両裾に土留めの杭・板を渡 し盛土を行 う幅約1.5m～

20mの道―が敷設される。奈良・平安時代になると陸化

の進んだことが花粉分析で明らかとなってお り、この時

期の土地区画の溝・盛土をもつ道等の遺構が検出されて

いる。

平成17年 に今回の調査地の南西で行われた第 2次調査

では、低湿地の地面に残された蹄跡群のほか、浅い溝程

度と、顕者な遺構は確認されなかったが、洪水砂層から

出土 した遺物には緑釉陶器 。瓦・墨書土器等が多 くあっ

図 4 周辺の字 と調査地

字名は『本山村誌』1953・ 『本庄村誌 歴史編』2004お よび落合長雄「ネ申戸市
小字名集」『歴史と神戸』184・ 51981に よる。字名細字は「ネ申戸市小学名集」
に見えないもの。

た (図 8'9)。 これ らの遺物は奈良時代か ら平安時代

前半のものであ り、この時期、調査地の北方に瓦葺の施

設の存在 したことが推定された。

イ、/71勤

イ｀
々伯%

0                        5m

図 5 第 2次調査第 2遺構面平面

修

図6 第 2次調査地北半第 2遺構面 (南 から) 図 7 第 2次調査地第 2遺構面足跡 (東 から)
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1・ 4・ 5'7～ 24・ 28～ 30・ 26・ 34・ 36・ 44・ 46・ 47・ 48・ 51～ 89:5層、2・ 3・ 6・ 27・ 35'49:6層 、25・ 31・ 45・ 50:4層 (1～ 5:弥 生土器、6:

サヌカイ ト石器、7～24:黒色土器、25～58:土師器、59～70:緑和陶器、71～83:灰釉陶器、84～89:瓦器/668盈墨あるいは煤の付着する土器、

175:墨書土器)
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I.第 3次調査の概要

マンション建設によって埋蔵文化財が破壊される部分

(図 10)について、その工事に先立ち発掘調査を行った。

調査の結果、遺構面 3面が確認された。

層序 基本層序は以下のとおり (図 13)。

la:現表土及び撹乱土

2a

2b

3a

3c

4a

4b

5a

宅地化以前の旧表土 =耕土

平安時代初めの遺物を多く含む洪水砂

平安時代頃の表土

奈良時代 ?洪水砂

飛鳥時代～奈良時代 ?の水田耕土

古墳時代後期 ?の洪水砂

古墳時代後期 ?の表土、これ以下同様の湿地状の

上壌が厚 く堆積

各遺構面の概要は以下の通り。

第 1遺構面 第 1遺構面に対応する表土層である3a層

およびこれを覆う洪水砂である2b層からの出土遺物は、

土層掘削時の混入品と思われる新しい時期の遺物が少量

認められるが、平安時代前期から中期のものが主体となる。

須恵器 。土師器のほか、緑釉陶器・灰釉陶器が比較

的多く出土している (図 14・ 15)。 ただし、調査地東半、

とくにその北部における遺物包含層の掘削はともに決水

砂である2b層 から3b層 の区別が行えず、一気に第 2遺

構面まで掘 り下げてしまい、この間の遺物を同じ洪水砂

出土として取 り上げてしまった。したがって2b層 とし

て取 り上げた遺物のなかには3b層 のものが一定量混入

している。

2b層 出上の遺物に平安時代後半のものが少量見 られ

ることからすると、第 1遺構面はおよそ平安時代を通し

ての地表面と推定される。

遺構 としては掘立柱建物 4棟以上・井戸状の水溜め3

基、土器溜まり等が検出された。

図11 第 3ト レンチ南壁 水田畔・踏み込み跡が見える

□

□屋

Ｔｒｉ□
Ｔｒ２□
Ｔｒ３

□

□蛉
」
ト

図10 調査 トレンチの位置
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|

この周辺水 口面の踏み込みが顕著
五A式 直柄横無泥

このあたりより東 は
礫少ない水 国耕■ (4a層 )

0                                        5m

図 13 第 3ト レンチ南壁土層断面

la:現表土及び撹乱土、2a:宅 地化以前の耕上、2b:,炎灰掲色シル ト交じり砂礫

須恵器・土師器のほか緑釉陶器・灰和陶器等を含む洪水砂 下面が第1遺構面、

3a:暗掲灰色シル ト質砂礫、3b:掲灰色シル ト交じり砂礫、3c:掲灰色砂

瓦 須恵器・土師器を含む洪水砂 下面が第2遺構面、

4a:黒褐色シル ト質粘土 洪水砂に覆われる水田耕上、4a‐2:黒褐色シル ト質粘土

4b:黒掲色砂交じり粘土 洪水による堆積土 ?下面が第3遺構面 (そ の 1)、

5a:黒褐色シル ト質粘上 下面が第3遺構面 (そ の2)

ｂ

‐

にｉ４

63

164

血6

図14 1層 出土の遺物 (158～ 161,166・ 167:土 師器、162～ 165:須恵器、168:備 前焼)
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SB01 南 面 に庇 が付 く 2間 × 5間 (約 5.2m× 約

110m)の東西に細長い建物。柱間は2.lmほ どと広い。

火災に遭い、その後焼け残った柱根が抜かれている。抜

き跡には火災時の焼上が流れ込み、その中に土器等の遺

物が多 く含まれる。抜 き跡の大 きさから柱の直径が30clll

を超える太いものであったと推測される。

SB02 SB01の東に位置する柱間2.lmほ どの掘立柱建

物。東西 2間分・南北 2間分を確認した。その南部は調

査地外に続 く可能性があり、東にも 1間分大 きくなる可

能性がある。SB03・ SB04と 重なる位置にあ り、両者 と

の同時存在はあ りえない。図示で きる遺物の出土はな

かった。

SB03 SB02・ SB04と 重なる位置にある掘立柱建物。

東西 3間分・南北 1間分を確認した。その南部および東

部は調査地外にひろがる。西辺柱列とその東隣の柱列の

間隔は約2.2mと その他の柱の東西間の間隔約3.3mと 比

べ15倍ほど広くなっている。間にもうひとつ柱列の存

在した可能性がある。そう考えてよいならば柱間の関係

から東に (さ らに南にも)庇のつく建物であった可能性

が考えられる。この建物の設計ラインはSB01と 共通で

業一引 な2

あり、両者が東西に並んで存在 した可能性が考えられる。

SB04 SB02。 SB03と 重なる位置にある掘立柱建物。

東西 2間 。南北 1間分を確認した。その南部は調査地外

にひろがっている。SB01～ 031こ比べ柱穴が小さい。

このほかにも掘立柱建物の一部となる可能性のある柱

穴があり、建物はこれら以外にも存在すると考えられる。

SB01出上 の遺物

519・ 522・ 523:P01、 620・ 52H・ 524～ 526:P01柱痕、527:P04柱痕、528:P04、 529・ 530:Pヽ 3、 531～ 536:P14柱痕、537

～5421P16柱痕、543・ 544:P17、 545:P18、 546:P19、 547:P19柱痕、548・ 550・ 551:P20、 5491P20柱痕、552:P21

(519。 526・ 532・ 534・ 542:須恵器、520・ 521・ 524・ 525・ 527～ 531・ 533・ 536・ 538・ 545～ 547・ 549～ 552:土師器、522～

524・ 535・ 537・ 539～ 541・ 544:黒色土器、543・ 548:緑和陶器 )
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図25 柱穴 出上 の遺物

562～ 564:SP01、  565:SP03、  566～ 569:SP24、  570～ 572:SP26、  573・ 574 i SP31、 575 i SP33、  576・ 577:SP40、  578・ 579:

SP42,580:SP48、  581～ 583・ 585 i SP49、  584 i SP51、  586:SP52,587:SP52掘 り方・SP49、  588:SP54、 589:SP55,590:SP57、

591～ 595:SP59、  596～598:SP63
(564・ 570・ 576・ 578・ 581:須恵器、571・ 572・ 674・ 575・ 579・ 583・ 594・ 597:黒 色上器、569:緑 TfH陶 器、その他 :土師器)

SE01 井戸状の遺構。形状的には井戸そのも

のであるが、断ち割 りをした結果、井戸底にあ

たる部分 までに湧水層がないことを確認 した。

井戸ではなく水溜めと判断した。

掘 り方底 に底板 を抜いた長径約71cm・ 短径

49cm・ 高さ16cmの 曲物を置き、その内部に石を

敷 き詰め、その上にクスノキの幹を今Jり 買いた

残存高49cm・ 外径58cmの 円筒形の枠を据え、そ

の外側に8枚のスギの縦板を寄せるという構造

をもつ。ttUり 貫き枠の径が曲物の長径よりも小

さいため、これを置いた際、曲物がかぶさらな

い部分には、土砂の流入を防ぐため、はずした

曲物の底板でこれをふさいでいる (図 27・ 図版

4)。

蕉  r――或∞

図26 SE01(東 から)
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図23 SE01底 礫敷き上遺物出土状況

底面礫敷 き直上からは木製品・土師器杯が、また礫敷

き内か ら土師器杯およびガラス玉 1点 (図 29・ 図版 5)

が出土した。土師器杯 4点は墨書があり、「南」 3点 。「木

工」 1点 を確認できた (図 30・ 図版 5)。

奈文研渡辺晃宏氏からこれらの文字は土師器の所有者

あるいは帰属を示すもので、「南」はこの食器があった施

設の南部にある区画や建物等の所有物であることを示す

ものであり、「木工Jも 、木工作業を行う場所があり、そ

この所有物であることを示しているとのご教示を得た。

ガラス玉は平面形が正円に近い楕円形で、長径が

7.3mm、 厚さは4 3mm、 重量046gを 測る。色調は透明度の

高い暗緑色を呈し、表面の腐食はあまり見られない。中

央に開けられた孔の孔径は挿図での上方が3.3mm、 下が

2 7mmで ある。孔内は平滑で内面には紐など有機質の残

存は見られなかった。また孔端部には王冠状のバリが残

り、本体内部に包埋される気泡がほぼ球形を呈する。孔

内が平滑であることは引き伸ばし技法による製作を示唆

し、バリの存在は連珠法を示唆するものと考えられる。

玉の素材についてであるが、奈文研保存修復科学研究

室のご協力を得、その表面について蛍光X線分析法を用

いて分析 したところ、半定量値で (鈴 :51.17%、 ケイ

図30 SE01出 土の遺物〔2〕 (600～ 603:土師器、アミ部分 :欠損部)

素46.70%、 アル ミニウム :108%、  カリウム :0,35%、

その他微量元素は略)と の結果が得られた。これに合わ

せ比重測定値が5.11(通 常、鉛ガラスは50～ 5,7、 鉛バ

リウムガラスは375～ 43、 アルカリガラスは21～ 2.7程

度に集中する)を示 したことなどからも、このガラス玉

が鉛ガラスであると判断できる。

このほか、水溜めの底面付近および礫敷 き内には木質

遺物が多 く遺存 していた。木製品としては一辺 4 cm弱 の

角材に細長い三角錐状の歯が差し込まれる馬鍬状の木製

品片、土圧のためか本来の形状なのか不明であるが扁平

となっている中空の樟状木製品一複数の円い穴が年たれ

る一等がある。

また種子等も多 く遺存 し、これについては同定を行っ

た。その成果はⅢ章のとお りで、モモ・イネ・ヒョウタ

ン類・メロン類、ナス科、ムクノキをはじめ、クワ属・

クスノキ科・アカメガシワ・サンショウ属・センダンな

どの高木になる樹種や、ブ ドウ属・ノブ ドウ・ブ ドウ科

などの籐本類、沈水植物のイバラモ属、抽水植物の ミズ

アオイ属、抽水～湿生植物のオモダカ科・ホタルイ属や、

湿生植物のタガラシ・ゴキブル ?・ スズメウリなどの存

在が確認された。これにより、近隣に水田と推定される

水湿地の存在が推定され、さらに平安時代はじめころの

食用などの植物利用の一端などが明らかになっている。

図29 SE01出 上の遺物〔1〕

“

99:鉛 ガラス)

0                              20cm

◎
‐鶴

ボ
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SK01'SK02 これらもSE01同様、水を通さない黒色粘

土中に掘 り込まれた土坑で、底に曲物枠を置 く。SK01

の曲物は直径41cm、 残存高16cm、 SK02の ものは直径約

46clll、 残存高15cmを測る。両者とも石で埋められ、変形

している (図31'32、 図版3-2,3)。

図32 SK02

断面曲物のみ見通し、平面は由物上面検出時の状況

寺 05

拠

0                  50om

須恵器605・ 606:土師器、607・ 608:黒色土器)

0             10cm

図33 SK01出 上の遺物 (604)。

▼ ¬  ″砲

SK02出上の遺物 (605～ 608)(604:

y
０
７

=

図34 SX03遺物出土】犬況
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図35 SX02出 土の遺物 俗09～ 636・ 638～ 671:土師器

SX02 第 7ト レンチ南部、SB02の P2。 P3・ P4付近、

すなわちSB02の北西部あるいはSB03・ SB04北 西部に当

たる位置で、4a層 中に特に遺物の集中する部分があり、

これをSX02と した。遺構 としての凹み等は確認できず、

たまたま遺物の出土が集中しているだけなのか、建物内

におかれていたものが火災で焼け落ちたため等の理由に

より集中しているのか判断できない。

SX03 第2ト レンチ東部で検出された、広 く浅い落ち

込み。須恵器の大型奏などが出上 している (図 34。 36、

図版34)。
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図36 SX03出 上の遺物 (683・ 684・ 686～ 688:土師器、685:黒色土器、689～ 691:須恵器)

第2遺構面  洪水砂である3c層 に覆われる遺構面。水

田が検出された。調査区の西部では条里を引き継 ぐ現在

の街区にほぼ合致する方向の畦や段が確認できるが、北

部の第10ト レンチで確認できたものはそれらと方位を異

にする。水田面に足跡の集中する部分がある。第 3ト

レンチ南壁の観察でも水田面の踏み込みが顕著な部分と

ほとんどない部分とがある (図 11・ 13)。 第 1ト レンチ

東半や第2ト レンチ西半でも踏み歩きの足跡が確認でき

た。第 1ト レンチのもの (図 12。 38)は不整形のものば

かりだが、第2ト レンチのものは形状がよく残 り、牛馬

ともに確認できる (図 37)。

第 1ト レンチ第 2遺構面足跡 (西 から)第 2ト レンチ第 2遺構面蹄跡 (北から)
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水田面を覆う決水砂からは、土器類のほか奈良時代と

推測される瓦が出土した①その中には素弁の軒丸瓦があ

り (図 39-706。 図40・ 図版9706)注 目される。緑釉陶

器は出上していない。調査区西端の段付近の耕±4a層 に

は礫 。松明・木切れ 。土器などが多 く含まれる部分があ

る (SX01、 図版10-26)が、ここから出土する土器には

飛鳥時代頃のものが確認できる (図 41)。 飛鳥時代から

奈良時代頃の水田と考えられる。

722

3

図41 SX01出 上の遺物

(720:土師器、720～725:須 恵器)ア ミは自然和

第 3遺構面およびその下層  第2遺構面の水田耕土で

ある4a層の下層には洪水砂である4b層が堆積する。

4b層の下面、土壌化が著しい5a層上面でこの洪水砂に

覆われる溝SD02。 SD05な どが検出された。SD05の東岸

では杭で留められた板材が出土 し (図版10-22)、 SD05

の①層下面 (図 13・ 図版10-22)か らは直柄横鍬の泥除

が出土している。この泥除けは46cm× 16cmを 測 り、上辺

の 2ケ所に小孔が開けられ、樺で綴じられている。柄を

通す円孔の直径は 3 cm弱。

5a層中では第 1次調査と同様、木道あるいは足場とす

るためのものか、並べられた板材や、板や丸太材を並ベ

杭で留められるものなどが確認されている (図 44、 図版

10-23～ 25)。 この層からの出土土器は少ないが、古墳時

代末頃の須恵器蓋杯杯身の小片等が確認されている。

土留めあるいは木道の設置等、湿地を開発した痕跡が

認められること、また溝内から農具が出土していること

から、5a層 は水田として開発されている可能性が高いと

考えられる。

5a層の下層も、湿潤な環境下で形成され土壌化の進ん

だ黒い粘土層が厚 く堆積するが、その間に挟まれるよう

に複数枚の薄い砂質粘土層が存在する。湿潤な環境下で

土層の形成がなされる間、間隔を置いて大雨等で砂を多

く含む上が複数回堆積したものと推察される。

この層群上位、5a層 と6a層 の間にある薄い砂質粘土層

は、一部がわずかに凹み、幅1,2m・ 深さ10cmほ どの水

みちとなっている部分 (SD06)が確認された。

図42 SD02出 上の遺物 026:弥生土器)

図40 第 3ト レンチ洪水砂3c層軒丸瓦706出 土状況 (北西から)

0             10cm

作 ――引
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図43 第2遺橋面平面 アミ部分は撹乱および不明

 ヽヽ
キヤ
 ヽ ヽ
キヤ
キ ヽ

0                                  10m

図44 第3遺構面平面 アミ部分は撹乱
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木質遺物

今回の調査では、SD02よ り2点、SE01よ り10点以上、

SK01よ り17点、 SK02よ り1点、 SD05よ り7`点、 SX01

より10点の出土があり、これに加えて第 3遺構面に対応

する表土層である4a層 中より40点以上が出土した。

これらはほとんどが九材および害Jり 材、板材の部類で

ある。ここでは4a層 から出土した建築・土木材 5点およ

び古墳時代後期 と推定されるSD05出 土の 1点、そして

平安時代の追構 (SE01、 SK01、 SK02)よ り出土した主

要な遺物 6点 について図示する。

なお井戸および井戸状遺構構築材各材の樹種について

は第Ⅲ章に掲載しているので参照されたい。

728・ 730～ 733は 4a層 、また7291よ SD05出 土の建築部

材と考えられる。728～ 731は 2mを超える大型の部材で、

729～ 731に は端部に直径の半分を決 り込む仕口が施さ

れる。

734・ 739は SE01を構成する部材である。7341ま 長径約

71.Ocmの 楕円を呈する曲物で高さは15.8cmを 測る。側板

は内面にケガキを施したヒノキの板目板を曲げて製作 し

ており、下部に帯板を巻いて補強している。綴 じは樺皮

を用いた「 1列外 5段綴 じ」である。7391ま 直径60cm近

くを測るクスノキの九太を李Uり 貫いて製作された井筒

で、残存高は48cm、 身の厚さは最大約 4 cmを測る。表面

劣化のため加工痕は不明瞭で、製作の状況は定かでない。

737は 残存する長径48.4c血 を測る、曲物の底板 もしく

は蓋板 と考えられる。厚さ約 611mの 半円形を呈するが、

本来は円形ないしは楕円形であったと考えられる。

738は 737同様、曲物の部材と考えられ、側面に木釘孔

と思しき孔が残存することから、底板の可能性が高い。

残存する長径44.6cm、 厚さ1.Ocmを 測る。

735は SK01出 上の曲物であり、枠として使用されてい

た。直径41.5cm、 高さ18.Ocm以 上を測る。綴 じは「 2列

前外 2段以上後内2段以上級 じ」であるが、上半を欠損

するため段数は本明である。また、下半を幅3.5cmの 帯

板で補強している。

736は SK02出 上の曲物である。損傷が大きいため、詳

細は不明であるが、復元される直径は約46.5cm、 高さ6.Ocm

以上を測る。綴 じは「 1列外 3段以上綴 じ」で、内面に

はケガキが施されている。また、下半を幅3.2cmの 帯板

で補強している。

※曲物の綴じについては、奈良国立文化財研究所「8容器

C円形曲物」『木器集成図録 近畿古代編』奈良国立文化

財研究所 史料第27冊 1985 を参考にした。
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Ⅲ.自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

高橋   教

松元 美由紀

1.木製品の樹種

(1)資料

今回の調査で出土した木質遺物のうち、 8点 について

樹種同定調査を実施した。調査結果の概要について以下

に記す。

(2)結果

樹種同定結果を表 1に示す。木製品は、針葉樹 2分類

群 (ス ギ 。ヒノキ)と 広乗樹 1分類群 (ク スノキ)に同

定された。

(3)考察

貯水施設 と考えられる井戸状の遺構

SE01お よび土坑SK01・ 02の 底に据

えられた曲物の底板 2点 (W-1,2)、

側板 4点 (W3～ 6)の計 6点 につい

て調査を行った結果、全てが針葉樹の

ヒノキに同定された。ヒノキは、木理

が通直で割裂性が高 く、薄板状の加工

が容易で耐水性が高い材質を有する。

曲物に多用された背景には、ヒノキの

加工性や耐水性等の材質が考えられ

る。

一方、SE01底 の曲物の上 に据えら

れる到 り貫 き式の井筒は常緑広葉樹の

クスノキ、さらにその上位に丼戸枠 と

して組まれる板材が針葉樹のスギに同

定された。共に大径木になる樹種であ

るが、スギは木理が通直で害J裂性が高

く、加工が容易である。一方、クスノ

キは、交錯木理を有 してお り、加工は

困難な部類に入るが、保存性・耐水性

は比較的高い。

本遺跡周辺では、深江北町遺跡にお

いて、奈良～平安 とされる容器 として

の曲物が ヒノキあるいはヒノキ属 に

同定されている (松乗,2002)。 また、

本遺跡からはやや距離が離れるが、御

蔵遺跡 (長 田区)の 9世紀前半とされ

る曲物で も全点が ヒノキに同定 され

ている (パ リノ・サーヴェイ,2001)。

これらの結果から、曲物は用途に関わ

らずヒノキが利用されていたことが推

定される。井筒は、二葉町遺跡 (長田

図46木材組織顕微鏡写真

区)において、 9世紀の今Jり 貫き資料に複維管束亜属が

確認された例があるが (松葉,2001)、 スギやクスノキ

の利用例は報告されていない。摂津地域の平安時代にお

ける井戸部材では、御蔵遺跡の 9世紀とされる井戸枠に

コウヤマキ、10世紀とされる井戸枠にクスノキが確認さ

れた例がある (パ リノ・サーヴェイ,2001)。 また、上

沢遺跡 (長 田区・兵庫区)では、奈良時代とされる井戸

側 (横板)が全てスギに同定されている (神戸市教育委

表 1 樹種同定結果

スギ(W7)
ヒノキ(W3)
クスノキ(W-3)

a:木日,bi柾 目,c:板 目

200μ m:a

100μ mお ,c

番号 実測図番号 遺構 遺物名 時期 樹種

ヽヽ「-1 SE01 曲物底板 平安時代初頭 ヒノキ

,V-2 736 SE01 曲物底板 平安時代初頭 ヒノキ

WV-3 737 SE01 曲物側板 平安時代初頭 ヒノキ

WV-4 SE01 曲物側板 平安時代初頭 ヒノキ

WV-5 738 SK01 曲物側板 平安時代初頭 ヒノキ

Vヽ-6 SK02 曲物側板 平安時代中期 ヒノキ

Vヽ-7 SE01 井筒 平安時代初頭 ス ギ

ヽヽ「-8 735 SE01 井筒 平安時代初頭 クスノキ

■
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苗
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員会,2002)。 井戸側等の材としてクスノキが利

用される事例はあるが、井筒としての利用例はこ

れまで確認されていななかった。本例により、井

筒としても利用されていることを確認できた。

2,種実遺体の種類

(1)試料

試料は、SE01底 の石敷 き部分から出土 した種

実 2点 (R-133、 134-2)で ある。各試料には、

複数の分類群の種実が約100個確認される。

(2)結果

結果を表 2に示す。木本10分類群 (広葉樹のム

クノキ・クワ属・クスノキ科 。モモ・アカメガシ

ワ・サンショウ属・センダン・ブドウ属 。ノブド

ウ。ブドウ科)161個 、草本19分類群 (イ バラモ属・

オモダカ科・イネ・イネ科・ホタルイ属・カヤッ

リグサ科・ミズアオイ属。イヌタデ近似種・ヒユ科。

タガラシ 。キジムシロ属―ヘビイテゴ属―オラン

ダイチゴ属・エノキグサ 。チ ドメグサ属・イヌコ

ウジュ属・ナス科・ヒョウタン類 。メロン類 。ゴ

キヅル ?・ スズメウリ)55個、不明 2個、計218

個の種実が検出されたほか、広葉樹の葉の破片 2

個 。木材・炭化材 。木の芽が確認された。各試料

の種類組成は、1342で ムクノキが多い程度で大

差は認められない。栽培種は、モモ 3個・イネ穎

9個・イネ穎胚乳と思われる破片 1個・ヒョウタ

ン類 1個 。メロン類 1個 と、栽培種の可能性が高

いナス科 3個が確認され、イネ穎 2個 と胚乳 (?)

1個 は炭化 している。

(3)考察

井戸埋土下部より産出したモモ・イネ・ヒョウ

タン類・メロン類は、古 くより大陸より渡来した

栽培種とされる。モモは、観賞用の他、果実が食用、

薬用、祭祀等に広 く利用される。植物質食糧のイ

ネは、一部炭化していることから火を受けたこと

が推定される。ヒョウタン類は果実が食用や容器

に、メロン類は果実が食用に利用される。また、

今回検出されたナス科は、種子が大型であること

から栽培種の可能性が高い。ナス科には、野生品

の採取、在来種の栽培、渡来種の栽培など、種実

や種実以外の部位の利用形態が考えられる(青葉,

1991な ど)こ とから、種類の細分化ができれば詳

細な検討が可能となり、今後のrtX題 である。これ

らの栽培種 (可能性が高いナス科を含む)の可食

部である種実が、平安時代初めの水溜め遺構内よ

り出土したことから、当該期の本遺跡周辺域にお

ける利用と、遺構内への廃棄等の人為的行為が推
注)*キ ジムシロ類 :キ ジムシロ属―ヘビイテゴ属―オランダイテゴ属
注)試料中に確認される木材・炭化材。木の芽・昆虫は、抽出・プラス表示にとどめる

表 2.種実同定結果

分類群 部位 状態

上段 :遺構名(時期)・ 試料名

備考SE01(平安時代初め)

R-133 134-2

木本
ムクノキ

クワ属

クスノキ科

モモ

アカメガシワ

サンショウ属

センダン

ブドウ属

ノブドウ

ブドウ科

広葉樹

木材(径2mm以上)

炭化材(径2dul以上)

木の茅

核

種子

種子

核

種子

核

核

種子

種子

種子

葉

形

片

完

破

破片落稔?

完形

完形

破片

破片

形

片

形

片

形

片

形

片

形

片

片

片

を
死
走
恢
を
死
走
収
を
死
れ
映
を
死
証
肌
を
死
走
映
証
映
差
映

6

2

(長さ14 50mll,

引目8 93mm/

長さ12,77mll,

幅■414ull)

１

１

‐６

１

　

１

　

１

４

１

１

２

＋

＋

キ

１

１０

1

(長さ21 87nul,

幅18 80mll)

８

３

１

　

１２

１

　

１

６

+

+

基

認

個

確
５
部

栽培種

草本

イバラモ属

オモダカ科

イネ

イネ科

ホタルイ属
カヤツリグサ科

ミズアオイ属

イヌタデ近似種
ヒユ科

タガラン

キジムシロ類*

エノキグサ

チドメグサ属

イヌコウジュ属

ナス科

ヒョウタン類
メロン類
ゴキヅル?

スズメウリ

タカサブロウ

不明種実

種子

種子

穎

胚乳?

果実

果実

果実

種子

果実

種子

果実

核

種子

果実

果実

種子

種子

種子

種子

種子

果実

完形

完形

破片

破片 炭化

破片 炭化

完形

破片

完形

破片

完形

完形

完形

完形

破片

完形

破片

破片

完形

破片

破片

完形

完形

破片

破片

完形

破片

完形

1

1

1

1

1

1

1

1

栽培種

栽培種

(P)

栽培種

栽培種

昆虫
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図47 SE01出上の種実遺体 1ムクノキ 核(134-2)

3クワ属 種子(R-1333次 )

5モモ核(134-2)

7サンショウ属 核(R-1333次 )

9 センダン核(R-1333次 )

11ブドウ属 種子(134-2)

13 イバラモ属 種子(134-2)

15イネ類(R-1333次 )

17イネ科 果実(辟 1333次 )

19 カヤツリグサ科 果実(134-2)

21 イヌタデ近似種 果実(R-1333次 )

23 タガラシ果実(R-1333次 )

24 キジムシロ属―ヘビイチゴ属―オランダイチゴ属 核(R1333次 )

25エノキグサ 種子(R-1333次 )

27 イヌコウジュ属 果実(R-1333次 )

29ヒョウタン類 種子(卜 1333次 )

31 スズメウリ種子(134-2)

33 夕カサブロウ果実(R-1333次 )

28

2mm

(3,13-27)

2mm 5mm

―

 

―(5) (6-8,11,12,28,33)(9,10,29)

2ムクノキ 未熟個体?(134-2)

4クスノキ科 種子(134-2)

6 アカメガシヮ種子(R1333次 )

8 サンショウ属 核(R1333次 )

10,センダン核(13牛 2)

12ノブドウ種子(R1333次 )

14オモダカ科 種子(134-2)

16 イネ胚予L?(134-2)
18 ホタルイ属 果実(134-2)

20ミズアオイ属 種子(13牛 2)

22ヒユ科 種子(R-1333次 )

26 チドメグサ属 果実(13牛 2)

28ナス科 種子(辟 1333次 )

30メロン類 種子(貯 1333次 )

32 ゴキヅル?種子(R1333次 )

Ob

19
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定される。

栽培種を除いた分類群は、木本は全て広葉樹で、河畔

林要素のムクノキをはじめ、クワ属・クスノキ科・アカ

メガシワ・サンショウ属・センダンなどの高木になる樹

種や、ブ ドウ属・ノブドウ・ブドウ科などの篠本類が確

認された。これらの樹種は、遺跡周辺域の河畔林やその

林縁部に生育していたものに由来すると思われる。

草本は、明るく開けた場所を好んで生育する、いわゆ

る人里植物に属する分類群が確認された。沈水植物のイ

バラモ属、抽水植物のミズアオイ属、抽水～湿生植物の

オモダカ科・ホタルイ属や、湿生植物のタガラシ・ゴキ

ヅル P,ス ズメウリを含むことから、周辺域に水湿地の

存在が推定され、栽培種のイネの供伴より水田雑草とし

て生育していたものに由来する可能性もある。

なお、ムクノキ・クワ属 。ブドウ属は、果実が生食可

能である。サンショウ属には種実が香辛料や薬用に利用

可能な種 (サ ンショウ)を含む。これらの種実は、上述

の栽培種 とともに利用されていた可能性はあるが、今回

検出された種実遺体には、人間による確実な利用の痕跡

は認められない。

本遺跡周辺の平安時代の古植生情報は、本遺跡の既往

の調査区の花粉分析結果 (古環境研究所,1995)お よび

深江北町遺跡の花粉分析結果 (新山,2002)が存在する。

両地点の分析結果は概ね類似し、平安時代頃には二次林

の代表的な樹種であるマツ属複維管束亜属やコナラ亜属

花粉が増加傾向を示すようになり、それまで多産してい

たアカガシ亜属 。シイノキ属などの照葉樹林要素が減少

傾向を示すようになる。また、イネ科を中心とする草本

花粉も多産している。これらのことから、平安時代頃の

周辺植生は基本的にはアカガシ亜属などの常緑広葉樹林

であったが、人為的植生撹乱の影響によリマツ属などの

二次林が拡大していく時期であったと推定される。また、

イネ科などの草本花粉の多産傾向は調査地域周辺での耕

作地開発を示唆するものである。今回の井戸埋土の種実

組成は、このような花粉分析結果から推定される古植生

とも同調的な産状といえる。
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Ⅳ.ま とめ

今回の調査では古墳時代後期あるいは飛鳥時代から平

安時代にかけての遺構面 3面が確認でき、本山中野遺跡

の変遷についてより詳しく明らかにすることができた。

第2次調査で得られたデータにより、付近に高級食器

を使う階層の住まい、また、瓦葺建物の存在が予想され

たが、今回の調査区においてその一部が確認されたこと

になる⑤

ただし第 1遺構面で確認された高級食器を使う階層が

使用 した建物SB01は 火災にあっており、このためか第

1遺構面に対応する表土層に多量の遺物が残されていた

のにもかかわらず、この層およびこれを覆う洪水砂層か

ら瓦は出土しなかった。一方、遺物の出土量が少なかっ

たため確定的ではないが、第 2遺構面を覆う決水砂から

は緑釉陶器・灰釉陶器の出土は確認されなかった。この

ことからすると、今回確認された緑釉陶器・灰釉陶器を

もつ掘立柱建物群と瓦とは時期を異にする別個のもので

ある可能性が高いということになる。

第 1遺構面では柱間約2.lmす なわち 7尺 1間 の掘立

柱建物、また同2.2mと さらに柱間の広い建物が営まれ

ていることを確認できた。SB01と SB03は設計軸が共通

で、同時に存在した可能性も考えられる。山陽道に近い

こともあり、官衡的な施設であればその建物は瓦葺きで

ある可能性がより高いのではないかと思われるが、この

遺構面に対応する表土層からの瓦の出土はない。これら

の建物が瓦葺でないことは確実で、SB01。 SB03は個人

の邸宅の一部である可能性が高いのではないかと推測さ

れる。第 1遺構面に対応する土層からの出土遺物は九世

紀から十世紀代のものが大多数を占めるが、柱穴出土遺

物からSB01の焼失は十世紀前半と思われる。

人世紀末から九世紀初めと考えられるSE01底面石敷

きからの出土土器には「南」。「木工」などの墨書が確認

できることからすれば、この屋敷あるいは施設には「南」

に姑する「北」の施設が少なくとも存在 し、「木工」を行

う施設、あるいはこれを職掌とする工人グループの存在

を伺うことができるわけで、この屋敷は、二人グループ

を抱えるような施設的にもかなり規模の大きいものと推

察される。磁器・緑釉陶器等などの持ち物からも、その

主人について当地を統率する階層に属するものと推測し

てあやまたないだろう。

SB01の 焼失した十世紀 という時代は芦屋駅に比定さ

れている須岐駅あるいは藁屋駅家付近での戦聞 (天慶二

[939]年 )を発端とする藤原純友乱が起きたことが知ら

れ、平安時代初めころには存在していたこの屋敷の住人

は、備前介藤原子高・播磨介島田惟幹主従と純友士卒と

の戦いを目撃した可能性がある。

飛鳥時代以降奈良時代 と考えられる第 2遺構面の段

階、当地は水田の広がる耕作地であったが、水田を覆う

洪水砂中に存在する瓦から、今回の調査地の山手側にあ

たる北に瓦葺建物の存在したことが推測できる。ただ し、

この周辺において瓦葺建物をもつ施設の存在は、これま

でに文献史料の上でも考古学的にも知られていない。

ここで当地の字名に目を向けると、調査地の北300m

に「寺垣内」・「地蔵跡」。「東光寺跡」。「道西」・「道東」

があ り (図 4)、 注目される。「地蔵跡」と現在要玄寺の

所在する「東光寺跡」は要玄寺川の西岸にあたり、現在

法覚寺が所在する「道西」、そして「道東Jは東岸にあ

たる。「道西」。「道東」両字の間には当然山陽道に直交

する「道」があっただろうが、地図を見る限り、とりた

て字名に使われるほど立派なものがあるとも思えない。

「道」は「堂」に音が通じ、これが転化 したものである

可能性も考えられる。

本山中野遺跡で出土した瓦の供給源を推定する手がか

りになりそうなのは今のところこの字名しかない。ただ、

要玄寺川を挟んで西に隣接する本山遺跡におけるこれま

での調査では瓦の目立った出土は確認されていないこと

からすると、その供給源は要玄寺川の東にある可能性が

高いといえるかもしれない。無論「寺垣内」・「地蔵跡」。「東

光寺跡」地区も含め、瓦葺き建物が存在した可能性の考

えられる「道西J。「道東」について、今後、考古学的手

法により検証されることが期待される。

2次・3次調査で出土した瓦は奈良時代頃のものがほ

とんどだが、第 2次調査地点からは、図9144の ように

堅緻な焼き上がりで平安時代後期と推定されるものも交

じる。この資料は出土層位が明確でないが、これらの瓦

が同じ施設で使用されたものであれば、この施設は自然

災害を受けながらも再興され、長期にわたり存続した可

能性 も考えられる。

第 3遺構面以下は黒色の粘土が厚く堆積 し、長い間湿

地状の状態であったことを確認できた。この遺構面にお

いては、湿地を歩くための木道あるいは土留めと考えら

れる丸太や板材が複数確認され、また、溝から農具が出

土しており、遅くとも古墳時代後期から飛鳥時代にはこ

こで湿田が営まれるまでに陸化が進行していたもの と考

えられよう。
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図版 1 第 1遺構面南東部 。SX03

1第 1遺構面南東部 (北から)

2 SX03(北西から)



図版 2 第 1遺構面SK01・ SK02
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図版 3 第 1遺構面柱穴土層断面
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図版 5 SE01出土遺物

墨書の赤外線反射像7.SE01出土の遺物



図版 6 第 2遺構面出上の遺物 [1]・ スラグ

8 SX03出土の遺物〔1〕

9,SX03出上の遺物〔2〕 10ス ラグ(742:SP46、 743・ 744:2b層 出土)
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図版 7 第 2遺構面 [2]・ 第 3遺構面出土遺物

12,SX02出 土の遺物

13.桂穴出上の遺物

14。 SX01出上の遺物



図版 8 緑釉陶器 。灰釉陶器 。磁器



図版 9 瓦
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17.第 2遺構面を覆う洪水砂3c層 出上の瓦 (表 )

18.第 2遺構面を覆 う洪水砂3c層 出上の瓦 (裏 )



図版10 第 2遺構面 。第 3遺構面

20第 10ト レンチ第 2遺構面水田 (西 から)
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19第 4ト レンチ第 2遺構面水田 (北 から)
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26第 9ト レンチSX01(北東から)255a層 740出 土状況 (南東から)
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